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２０１３年４月３日　第２０９７回例会　VOL. ４４　No. ３６

■司　　会　ＳＡＡ  内田　　敏

■開会点鐘　会　長  山崎　良三

■斉　　唱　君が代、奉仕の理想

　　　ＳＬ　新川　　尚

■出席報告

　 
■本日の欠席者
佐藤、松本

■ゲスト
石森　絵梨殿 (タウンニュース旭区編集室就任 )

杉山　雅彦殿 (横浜銀行 )

■４月誕生記念祝

斉藤　善孝会員　　　　4.29

綿貫　守一会員　　　　4.11

松本　英二会員　　　　4.2

■会長報告
　先達て、腰椎骨折で入院された黒瀬さんで

すが、今月の中旬頃の退院予定との事で有り

ます。現在は車イスを使用しながら少し動け

るという事です。幸い痛みは無いという事で

これからリハビリに励んで行くと言っておら

れました。

　次に先週の松本さんと北沢さんのイニシ

エーションスピーチが大変良かったと思いま

した。若い方々の事がこの様な機会に話をし

ていただく事により一層世代間の理解も深

まって行くものと思って居ます。

　又情報集会も各クラスで終わった事と思い

ますが、テーマについて話合いする事の他に

日頃あまり交流の無い人どうしの親睦には大

変良い機会かなと思うところも有り、今後も

より深めて行ければと思います。

○地区関係

１）第５グループ現年度、次年度　

会長幹事会の案内

日時　６月４日㈫午後６時 30 分　　　　　

場所　青葉台フォーラム (青葉台 1-5-8）

会費　5,000 円 / 人

２）第 2590 地区発行物の案内

ロータリー検定問題集及びロータリークラブ

を知っていますかのパンフレットを欲しい方

は申し出で下さい。

本日の出席率      93.33％

本日の出席数     28 名会 　 員 　 数  　34 名

修正出席率   　100％

「奉仕を通じて平和を」
2012-13年度 RI会長／田 中 作 次　　RI.D2590ガバナー／露 木 雄 二　　横浜旭RC会長／山 崎 良 三

Peace Through Service
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■幹事報告　
１）例会臨時変更のお知らせ

○神奈川ロータリークラブ

日時　４月 22 日㈪夜間例会　

　　　点鐘　午後６時 30 分

日時　４月 29 日㈪定款により休会

日時　５月 ６日㈪定款により休会

日時　６月 17 日㈪夜間例会　創立記念例会

　　　点鐘　午後６時 30 分

○横浜田園ロータリークラブ

日時　４月 ９日㈫花見会　点鐘午後６時

日時　４月 30 日㈫夜間移動例会

　　　点鐘　午後６時 30 分

場所　香港亭

２）神奈川ロータリークラブ　卓話のご案内

日時　４月 ８日㈪　点鐘　午後 12 時 30 分

場所　ホテルキャメロットジャパン５階ジュビリー

卓話者　日本酒学奉仕　野中　宣義様

演　題　「日本酒の味わい方」

＊ご出席の場合は準備の都合上、

事務局 fax045-313-3652 迄ご連絡下さい。

■小嶋会員ご挨拶、杉山支店長紹介
　本日は私の後任の杉山支店長を紹介致しま

す。宜しくおねがいします。

■親睦委員会　　　　　　　　　千葉　和裕

○岩沼親睦旅行のご案内

日時　６月 15、16 日 ( 土日 )一泊二日

15 日　横浜唐仙台経由で岩沼へ

　　　昼食　岩沼市　ふたき旅館

　　　　　　(岩沼 RC 松尾会員の宿 )　

　　　昼食後、被災地見学

　　　宿泊先　秋保温泉　佐勘

　　　　　　　佐勘にて合同例会

16 日　被災地見学組、帰宅組、ゴルフ組に

　　　分かれて行動、それぞれに横浜帰宅

＊詳しい行程、メンバー、部屋割りについて

は後日連絡

■情報集会報告　　　　　
　　　　　　　　　Dグループ　今野　丁三

日時　４月１日㈪

場所　相鉄ライフ　謝朋殿　

出席　兵藤、青木、大谷、矢田、川瀬、斎藤今野、

山崎 (ゲスト )

　集会の冒頭、今日は４月１日、どういう日

でしたか？何を話しても驚かないから…には

じまり、２時間たっぷりとりとめのないお話

に終始したような気がします。しかし私が勝

手にまとめましたので、報告します。

１）会員増強について

　ロータリーとしては当然ながら会員増強は

永遠のテーマであり、全会員が常にこころが

けなければならない。毎年増強委員会として

充分増強活動を行っているが…

・会員一人一人が増強委員の気持ちで増強に

　心がける。

・時には知人、先輩後輩、取引先、町内、趣

　味のクラブ内などにもう一度適任者を思い

　浮かべてみる。

・特に若人、子息の知人、出身校の同窓

・週報を入会適任者に毎週 ( 時々でも良いと

　思うが ) 送付して、旭 RC の PR を行い関心

　を持ってもらう。

２）委員会活動の活性化について

　会員が RC をよく理解し、そして奉仕活動が

出来るように委員会活動を行うものであるか

ら、少人数でもいろいろな話し合いの機会が

多くあった方が良い。

・委員会活動の中で、親睦委員会はもちろん

　増強についての話題を出すことも良策だ。

・各委員長の判断で月一度位、短時間でも集

　まる機会がほしい。担当の委員会活動に限

　らずいろいろな話題を出したら良いと思う。

３）その他

　会費と米山・財団への寄付についての意見

　が出た。
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■ニコニコ BOX( 会員敬称略 )

山崎　良三／①横浜銀行の杉山様ようこそい

らっしゃいました。②タウンニュースの石森

様、忙しい中の卓話、楽しみにしています。

小嶋　宏樹／最後の例会出席となりました。

今まで本当にお世話になりました。皆さんの

事は忘れません。ありがとうございました。

安藤　達雄／① 4/1 の情報集合すっかり忘れ

てしまい申し訳ありませんでした。②石森さ

ん、本日はよろしく。

千葉　和裕／小嶋さん、短い間でしたが、本

当に楽しい時間を有り難うございました。ま

だ付き合いは続くのでさよならは言いません。

お疲れ様でした。

五十嵐　正／①小嶋さん大変お世話になりま

した。これまでで最高の支店長でした！今後

ともご活躍を祈念いたします。②石森さん本

日の卓話よろしくお願いします。

安藤　公一／①石森さん卓話宜しくお願いし

ます。②杉山新支店長ようこそ。これから宜

しくお願いします。③小嶋さんお疲れ様でし

た。

新川　　尚／石森さん、いつもお世話になり

ます。卓話宜しくお願いします。

川瀬恵津子／小嶋さんお世話になりました。

お別れ残念です。どうぞお元気で！！

内田　　敏／①小嶋さん栄転おめでとうござ

います。旭クラブ在任中は色々活躍されあり

がとうございました。これからも体に気をつ

けて頑張って下さい。②新任の杉山さんよう

こそ。

今野　丁三／ 4/1 に D グループの情報集会が

ありました。皆さんの貴重なご意見ありがと

うございました。少し余分に飲んだものです

からその分でニコニコとします。

関口　友宏／小嶋さんの今後のご活躍とご健

勝を祈念して。

吉原　則光／①新支店長の杉山様、よろしく

お願いいたします。②小嶋さん、２年の間大

変お世話になり有り難うございました。③本

日の卓話、石森様、天候不順のところご苦労

様です。楽しみです。よろしくお願いします。

田川　富男／①ロータリー雑誌月間です。タ

ウンニュース石森さん、ある意味ではロータ

リーの友はニュース発表です。ニュースレポー

トのポイントを実践の立場から教えて下さい。

本日の卓話宜しくお願い致します。②小嶋さ

んありがとうございました。また旭へ。

倉本　宏昭／①石森様、お忙しい処ありがと

うございます。②杉山様今後お仲間としてよ

ろしくお願いします。③小嶋さん、ず～っと

仲間ですからね。いつでも遊びに来て下さい。

斉藤　善孝／①小嶋さん、長いことお疲れ様

でした。ロータリー活動に積極的に参加して

いただきありがとうございました。新任地へ

行っても体に気をつけてご活躍下さい。②杉

山さん心から歓迎いたします。

太田　勝典／①小嶋さん、御苦労様でした。

②杉山さんこれからもよろしく。

後藤　英則／①小嶋さん、お疲れ様でした。

②杉山さんようこそ。③増田さん益々のご発

展おめでとうございます。

綿貫　守一／誕生日のお祝いをいただき誠に

有難うございました。

北澤　正浩／小嶋さん今までありがとうござ

いました。いろいろとアドバイスをいただき

助けられました。新任地へ行ってもがんばっ

て下さい。

増田嘉一郎／３月 31 日をもって明治大学法科

大学院教授を退任いたしました。４月からは、

同大学員講師や第一東京弁護士会常議員会議

長を務めることになりました。まだまだご迷

惑をおかけしそうですが、ロータリーの時間

をとるように頑張りますので、よろしくお願

いします。
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■卓話    ロータリー雑誌月間に寄せて
○ロータリーの友について　　　田川　富男

　今月は ｢ロータリー雑誌月間 ｣です。

　ご存知のとおり毎月発刊されている月刊誌

です。「The Rotarian」にて、世界中の各国に

渡って発信されています。それは、世界のロー

タリアンがいつでも同じ原点にあり生活環境

に違いが在るが、ロータリー雑誌をとおして

共有の情報を持って活動できる情報源です。

　特に単年度で活動が変わるロータリーに

とって最新の情報を確認できる最大の方法で

す。それも国際ロータリーのテーマなど RI 会

長のメッセージを全世界に同時に発信する事

が出来る。ただそれだけならレポート火回覧

版で充分であり、雑誌にする必要もなく無駄

な書物とされる。ところが無駄にならない理

由があります。

　「ロータリーの友」にはバックボーンがあり

ます。実は今購読しているロータリーの友は

地域雑誌であり、RI ではアメリカとカナダで

発刊されている「The Rotarian」を公式とし

ていたが、1977 年の RI 規定委員会にて地域

雑誌規則やガイドラインを守る事により「The 

Rotarian」と同じに正式な機関誌と承認され

ました。

　そして「ロータリーの友」がロータリー地

域雑誌として正式に承認されたのは、1980 年

７月号からです。「ロータリーの友」の創刊は

1953 年１月号です。戦後日本国内のクラブ数

も次第に増えていき、1952 年からは２地区に

分割された。地区分割にあたり「日本全国の

ロータリアンやロータリークラブを一つに結

ぶものを」ということで、新しい雑誌の創刊

が提案され「ロータリーの友」の誕生となり

ました。

　日本独特な表記方法である縦書き、横書き

がありますが、周知の通り「ロータリーの友」

は横組みと縦組みから成っており、両面が表

表紙であり、裏表紙のない本で、他にないユ

ニークな雑誌です。それは、内容を区分する

方法だからです。

　横組みはロータリーの公式的な記事を中心

に構成しています。RI指定記事と呼ばれる「The 

Rotarian」からの転載記事、ロータリーの月

間に関する特集が中心です。

　縦組みは、国内のロータリアンが情報を共

有し、意見交換ができる内容が掲載されてい

ます。

　横浜旭クラブの方々も参加しませんか。投

稿はいくつかありますが、縦組みになります。

それぞれに投稿規程を守れば投稿を受けても

らえます。ロータリーの友事務所からの要望

は字数制限は必ず守ってください。活動報告

は活動後１カ月以内に投稿して下さい。また

活動の内容がわかる写真を必ず添付して「友」

編集部宛に送ってください。

　当然ですが、全ての投稿が採用掲載される

訳ではありません。投稿した内容が、如何に

すばらしい活動だとしても、意味のある事で

も、私のように文章力の無い者では編集部の

二神編集長の目に留まらない、それどころか

編集員の目にも留らないと思います。自分な

りの投稿を用意して編集部に送ってください。

　ただし、掲載されると考えられる文章と写

真を投稿して頂ければ採用されるかもしれま

せん。それがクラブ活性化につながると思わ

れます。

　今、出来ることから投稿しましょう。

○タウンニュースの記事を書く時
　　　　　タウンニュース社旭区編集室主任

　　　　　　　　　　　　　　　石森  絵梨

１）記事は見出しと写真が大切

　記事を読むときに、まず目に入るのは、ま

ずは見出しと写真。見出しは短い言葉で簡潔
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○雑感　　　　　　　　　　　　吉原　則光

　「大仏も雪の重荷に堪えており」

　今月号の柳壇の一席に選ばれた句です。

　この句の背景について、今年の１月14日(成

人の日 ) は珍しく大雪となり横浜で 10cm 以上

も積もった程でした。翌日の朝刊にたまたま

鎌倉長谷の大仏に降る雪の写真がのっていた。

これをヒントに作ったのがこの句です。

　もともと積もった雪は、大変重く豪雪地域

の屋根の雪おろしに見られる通りです。とこ

ろがこれを巨大な建造物の大仏 ( 高さ約 13m

重さ 122t) が重荷にして、しかもじっと堪え

ているところがユーモアのあるおもしろい句

であると選ばれたのだと思います。　

　句の対象が大仏で単に重荷をを背負ってい

るだけでなく堪えているところがいかにも大

変な姿に思え、インパクトが強く出ている訳

です。

　従って「大仏も雪の重さを背負っている」

では平凡過ぎてしまいます。大仏が「家の屋根」

であっては全然問題になりません。こんな事

を参考にこの句を詠んでいただければ幸いで

す。

　次に大仏を詠んだ名歌、名句をあげておき

ます。

短歌　　かまくらや　みほとけなれど　

　　　　釈迦弁尼は　美男におわす

　　　　夏木立かな　　　　　　　　(晶子 )

俳句　　大仏の　冬日は山に　移りけり

　　　　　　　　　　　　　　　(星野立子 )

　　　　　　　　　　

                     週報担当　五十嵐　正

に、印象に残るような言葉を選んで決めてい

ます。

　写真は何をしているかがはっきりとわかる

ように。頂きものの写真では、人の後ろ姿だっ

たり、遠目で撮影しているものをよく見かけ

るのですが、小さい写真スペースなので、で

きるだけ近くにより、顔の表情がわかるほう

が良いと思います。

２）文章のリズム

　記事を書くときに心がけるのが、文章のリ

ズム。イベント結果の報告だと、つい「～した、

～した」と語尾が重なり単調になりがちです。

そこで、ポイントで体言止めにしたり、間に

効果的にコメントを挟むことで、文章のリズ

ムが良くなります。

３）文章の構成

　記事は１段落目が大切。そこで「つまらない」

と思われたら終わりです。そのため、１段落

目は５W １H で簡潔に、わかりやすく書くよう

にしています。

　ある程度記事のフォーマットは決まってい

ますが、ときにはコメントから始めてみたり、

情景をつづるなどすると味のある文章になる

と思います。

　また、意外と自分は当然にわかっている言

葉（事業名や固有名詞など）が他の人には通

じないケースもよくあります。なるべく、修

飾してあげて、わかりやすい親切な文章にす

るよう心がけています。

　本日はありがとうございました。
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例　会　日

例会出席率

修正出席率

平 均13日

86.67

100

20日

30
30

100

青　木　邦　弘

安　藤　公　一

安　藤　達　雄

千　葉　和　裕

福　村　　　正

後　藤　英　則

兵　藤　哲　夫

市　川　慎　二

五十嵐　　　正

川　瀬　恵津子

北　澤　正　浩

小　嶋　宏　樹

今　野　丁　三

倉　本　宏　昭

黒　瀬　一　敏

増　田　嘉一郎

松　本　英　二

二　宮　　　登

新　川　　　尚

太　田　勝　典

岡　田　清　七

大　谷　蓉　子

斎　藤　善　孝

佐　藤　真　吾

関　口　友　宏

田　川　富　男

高　梨　昌　芳

内　田　　　敏

漆　原　恵利子

綿　貫　守　一

矢　田　昭　一

山　崎　良　三

吉　原　則　光

吉　野　寧　訓

－出席規定免除－
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